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株式会社フジクラ（5803） 

開催日：2025年 1月 12日(日) 

場 所：東京国際フォーラム ホール B7 （千代田区丸の内） 

説明者：取締役社長 CEO  岡田 直樹 氏 

 

1．フジクラグループ概要 

・ 皆さま、明けましておめでとうございます。私が取締役社長 CEO に就任してから 2024

年で 3年目を迎えます。外部の皆さまとお会いする機会がいろいろとありますが、フジ

クラというと、「ゴルフシャフトのフジクラですね」としばしば言われます。あるいは

ご年配のかたがたはどちらかというと藤倉電線という名前のほうが浸透している様子

です。そのような意味では、まだまだフジクラの知名度は低いと受け止めています。よ

りフジクラを知ってほしいということで、最近ではテレビコマーシャルを打つなど、皆

さまにさらにフジクラを知っていただくべく活動をしています。ご臨席の皆さまは当

社のことをご存じだと思いますが、本日はより深く、フジクラとはどのような会社なの

か、また、将来に向けてどのようなことを考えているのかといったお話をさせていただ

き、皆さまのご理解と、引き続きのご支援を賜りたいと思っています。 

・ まずフジクラグループの概要を紹介します。創業は 1885年であり、2025 年は創立 140

周年を迎えます。非常に歴史の長い会社と言えます。資本金は 530億円、従業員は全世

界で 5万人、売上高は 2023年度決算の数値として約 8,000億円です。 

・ 取締役社長に就任してからいくつかのことを申し上げていますが、その中でも強く社内

に伝えているのは「技術のフジクラ」という点です。創業者である藤倉善八は 1885年

に個人企業として創業しました。彼は銀座でアーク灯が点灯した姿を見て、「これから

は電気の時代だ」と、時代の変化を予見し、電線事業を始めたといわれています。当時、

彼は家業で女性用ヘアバンド、「根掛け」を作っていました。その技術を転用して電線

事業を始めたわけです。 

私が入社して 40年近くになりますが、入社当時、私の先輩たちは、「フジクラはプライ

ベートカンパニー、個人事業である」と口にされていました。われわれの競合社は財閥

系や非常に大きな企業の系列会社でした。当社は技術で生き残るしかないと教えられ

たものです。そのような中で、私は取締役社長 CEO 就任の際に、当社の DNA は「進

取の精神」と「技術のフジクラ」であるということをいま一度、皆さまに伝えました。

世界では、今後も大きな変革が進むとともに、多様な技術革新が起こります。このよう

な社会の変化や技術の進展があるところには、われわれフジクラグループの優れた技

術を生かせる機会が必ずあるということを述べ続けてきました。長年培ってきた「つな

ぐ」テクノロジーを通じて、顧客の価値創造と社会に貢献することが当社のパーパスで

あり、社会における存在意義であると考えています。 
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・ 沿革について簡単に説明します。先述のとおり、1885年に創業し、140 年の歴史があり

ます。その歴史の中で、われわれは第 1の創業、第 2の創業、第 3の創業と位置付けて

います。各期間は 60年、人間で言うと還暦ごとに創業期を定義付けています。1885年

以降の第 1の創業は、日本国内の電力、あるいは通信のインフラを整備するという大き

な役割をいただいた時期です。1945 年以降の第 2 の創業では、そこで培ったエネルギ

ー・情報通信事業の技術を基に、多角化・グローバル化、新規事業にチャレンジしてい

きました。それを経て現在、2005 年以降の第 3 の創業に至っています。それぞれの時

代ごとに、例えば、同軸のフジクラ、光ファイバーのフジクラ、光融着接続機のフジク

ラ、最近では超多心細径高密度型光ケーブルのフジクラとして、その都度、極めて高い

評価と高いシェアをいただいてきました。そのような機会に恵まれながら、事業ポート

フォリオをアレンジしながらこの 140年を紡いできました。 

・ 先述のとおり、2023年度の連結売上高は約 8,000 億円でした。事業分野として情報通信

事業、エレクトロニクス事業、自動車事業、エネルギー事業を展開しています。情報通

信事業では光ファイバーをベースとした周辺部材が中心です。エレクトロニクス事業

では、フレキシブルプリント配線板や超小型コネクタ等の電子部品がメインです。自動

車事業では、自動車の中のワイヤハーネスがメイン商材です。エネルギー事業では、昔

ながらの電力ケーブルを主力とし、いわゆる電線といわれる事業です。2023 年度の売

上高比率は、情報通信事業が 37%、エレクトロニクス事業が 21%、自動車事業が 22%、

エネルギー事業が 17%でした。 

・ 昨今は情報通信事業の伸びが非常に大きくなりました。その一つのドライバーが SWR、

WTCです。これらの製品は、当社が開発した、今までの光ケーブルでは実現し得ない

ような極めて高度な光ケーブルです。SWR は Spider Web Ribbon の略称であり、WTC

はWrapping Tube Cable の略称です。SWR には細径の光ファイバーが複数本実装されて

おり、手で開くとクモの巣のように見えます。その姿から、Spider Web、クモの巣状の

ファイバーリボンと名付けています。WTC は、Spider Web Ribbonの技術に加え、複数

本を集めてケーブルにするケーブル化技術で成り立っており、従来の光ケーブルと比

較すると直径で 28%、重量で 52%の低減を達成した画期的な製品です。 

・ グローバルネットワークについて紹介します。フジクラグループ全体では 31カ国で計

123 社を展開しています。年を追うごとに海外売上比率が高くなってきており、2023年

度には 72%となりました。世界各国に子会社を有しており、地域ごとの売上高は、欧州

で 1,095 億円、アジアで 1,018 億円、北米で 3,287 億円、日本で 2,270 億円といった内

訳です。最近では特に米国市場が活況であり、データセンター投資が非常に膨大である

ことから、売上高が大きな伸びを示している状況です。 

・ 業績の推移を紹介します。2019 年度は業績が大きく落ち込みました。大きな投資に対

する回収が遅れたことや、新型コロナウイルス感染症の影響等も重なり、純損失で約

385 億円と極めて厳しい結果となりました。当時、中期計画を遂行していたのですが、
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途中で断念し、事業再生フェーズにハンドルを切りました。 

私は 2019年まで佐倉事業所にて光ケーブルシステム事業部長を務めていました。2020

年に本社へ移り、常務執行役員に就任、2021 年に COOを拝命し、この 2年の間、事業

再生計画の立案と遂行に取り組んできました。おかげさまで業績も回復し、2021 年度

までの事業再生フェーズを終え、2022 年度から持続的成長フェーズに切り替わりまし

た。現在、2023年度からの 3カ年計画が進行しています。本年度は 2025 年中期経営改

革の 2年目に当たります。 

・ 株価の推移を紹介します。事業再生フェーズから持続的成長フェーズへ移行したことに

伴い、当社の株価は急峻に高くなっています。皆さまから大きな期待をいただいている

ということの表れかと受け止めています。2024 年の通年での株価上昇率は日経平均銘

柄、プライム市場のトップでした。世界的にも株価上昇率において日本企業で唯一とな

るトップ 10にランクインし、第 6位に位置しました。株主の皆さまをはじめとしたサ

ポーターから、業績回復あるいは今後の成長期待から高く評価をいただいているもの

と考えています。 

 

2．2025年中期経営計画 

・ 2025 年中期経営計画において、将来を含めわれわれはどのようなところを目指そうと

しているのかについて説明します。 

「すべてのモノがつながる未来に”つなぐ”テクノロジーで貢献」。全てのモノがつなが

る世界、これが実現したときの未来予想を紹介します。一人一人が情報端末を持ち、ス

マートフォンから AR、VR グラスといったウエアラブル端末に置き換わっているでし

ょう。車自体も情報端末として高度な通信機能が実装され、安全・安心をキーワードに

周辺監視やその情報を基にした自動運転が実現されていくでしょう。それぞれの情報

端末はそれらの端末同士、あるいは情報通信インフラを通じてお互いにつながり、さら

にはこれらが高度に連携していきます。このような高度情報化社会を実現するために

は、低遅延かつ大容量の情報通信が不可欠となることは言うまでもありません。フジク

ラは「つなぐ」テクノロジーで未来社会を実現に貢献します。 

・ この先の世の中は大きく変わっていきます。高度な情報化社会、高度なデジタル化社会

がわれわれの核心的な事業領域であると考えています。将来の情報化社会を実現する

ためには、情報インフラ、情報ストレージ、情報端末の 3 要素が重要だと捉えていま

す。この三つがなければ、先述したような未来社会は実現しません。この三つにおいて、

当社は多くの商材、あるいは技術を有しています。まず光ファイバーに基づいた情報イ

ンフラ技術を持ちます。情報ストレージで言うと、われわれがターゲットにしているの

はデータセンターです。高度なデジタル化社会を実現するためには、大量のデータを格

納するストレージが必要です。最近では生成 AIがドライバーとなり、データセンター

への投資が極めて活況であると言えます。情報端末で言えば、パソコンやタブレット、
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スマートフォン等の中にもわれわれの電子部品が数多く採用されており、非常に重要

な分野であります。私は、次世代車も将来的には情報端末の一つであると位置付け、未

来のビジネスチャンスを見いだしていきたいと考えています。 

・ 事業分野ごとに具体的な説明をします。情報通信事業においては先述した SWR・WTC

という革新的な光ケーブルがベースにあります。この分野でもまさに技術革新が進ん

でいる最中です。SWR・WTC では、より多くのファイバーを連結させるようなケーブ

ルができてきます。それに伴い、ファイバーを一括で接続するような光多芯コネクタも

さらに多芯化が進みます。多くのファイバーを扱おうとすれば、より太いケーブル、よ

り多くのスペースが必要になることから、ファイバーの細径化や、光の通る部分を複数

本設けるというマルチコアファイバー技術も盛んに研究されている状況です。このよ

うな技術を活用し、3,456芯の光ケーブルの外径・重量はさらに小さくなるだろうと予

想されます。最近のデータセンターでは、一つのケーブルの中に 1万 3,824芯ものファ

イバーを実装する製品が要望されています。その技術革新の中で、フジクラの技術が生

きてくると考えています。 

・ データセンターへの旺盛な投資を背景として、われわれの生産キャパシティーが足りな

い状況にあります。その課題を打破するために、現在、SWR の新工場を佐倉事業所に

建設中であり、一部工程は既に稼働を開始しています。新工場では、キャパシティアッ

プのみならず、将来に向けた布石をいくつか打っています。一つはカーボンニュートラ

ル計画です。完全なカーボンニュートラルの工場にすべく、当然ながらドラスティック

な省エネを推進します。これは競争力の向上にもつながります。さらに、太陽光パネル

等を設置して、自らエネルギーを創出する創エネ、足りない量は再生可能エネルギーを

購入する購エネを推進し、カーボンニュートラルを実現します。 

高性能製造装置や金型も既に自社設計・自社生産を実現しています。そのような最新技

術もふんだんに採り入れます。ものづくり DX を推し進め、ファイバーやケーブルの製

造モニタリングをより高度かつ緻密に行うことによって、さらに高品質かつ生産性の

高い工場へ進化させます。 

・ 情報ストレージ分野、データセンターの伸び具合を紹介します。光部品・光ケーブルの

売上高で言うと、2023 年度上期に対して、2024 年度上期は約 2.2 倍の増加を見せまし

た。この領域の成長はまだまだ進むだろうと見ており、新工場が大いに貢献することは

間違いありません。 

・ エレクトロニクス事業では、電子部品・コネクタ等を主力としています。情報端末とし

ては PCやタブレット、スマートフォンをはじめ、今後はウエアラブル端末、AR・VR

グラス等の革新的なものが出てきます。このような分野にわれわれの技術で貢献した

いと考えています。情報ストレージの分野においては、ハードディスクの部品の一部、

あるいは CPU・GPU を冷却するための冷却デバイスも手掛けています。データセンタ

ーの伸長に際して、それらの商材の需要に期待します。 
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・ 自動車事業の製品はワイヤハーネスがメインですが、実は事業状況がそれほど良いもの

ではありませんでした。6年ほど赤字が続いておりました。中期経営計画では、ワイヤ

ハーネス事業の再生を掲げ、ワイヤハーネス製品の生産性・収益向上に取り組んでまい

りました。その結果、既に黒字化を達成し、現在は、さらなる高収益化を目指しており

ます。さらに、自動車事業においては、将来的にワイヤハーネスのみならず、情報端末

と位置付けて製品展開をしていきたいと考えています。世の中では「走るデータセンタ

ー」という呼び方もあります Connected、Autonomous/Automated、Shared、Electric、いわ

ゆる CASE という新しい領域で、光ファイバー、あるいは電子部品、スマートフォン・

PC 領域で培ったわれわれの技術が活用できると考えており、他事業部門ともシナジー

やコラボレーションを深め、新たなビジネスを創出します。 

・ ここまでお話しした現状の事業領域に加えて、将来に向けた布石も打とうというのがこ

の中期経営計画です。「Beyond 2025」と掲げました。キーワードはカーボンニュートラ

ルです。地球環境へ配慮し、われわれの事業で CO2 削減に取り組むのは当然のことで

すが、一方で、われわれの事業を通じてカーボンニュートラルに大きく貢献したいと考

えています。そのような観点で、具体的には、高温超電導線材、ファイバーレーザー、

EV用の急速充電装置等の開発を進めています。特に将来的に期待しているのは超電導

線材です。昨今、核融合発電の実現が盛んにいわれていますが、われわれの超電導線材

は核融合炉の心臓部とも言えるコイルに極めて良好にマッチングした高い性能を有し

ています。以上のように、各事業領域において将来に向けて取り組んでいきます。 

・ 財務指標に話を移します。資料には 2023年から 2025年度の売上高・営業利益推移を示

しました。薄く示すものが中期経営計画の当初の数値です。濃いグラフの数値が実績、

あるいは 2024年度の予想を表します。事業環境も好調であるため、中期経営計画に対

して 2024年度は売上高・営業利益共に大幅に超過する予想です。営業利益においては、

中計の最終年度である 2025年度の目標をも上回る実績が予想されます。 

・ 中期キャピタルアロケーションポリシーを示します。中期経営計画の 3 カ年で営業キ

ャッシュフローは 2,200 億円を計画しています。キャッシュは、成長投資、戦略投資、

株主還元、一時期毀損していた財務体質の健全化等へ割り振ります。以上のとおり、こ

の 3カ年を進めていきます。 

・ 2025年中期経営計画における主要指標を資料に掲載しました。営業利益・営業利益率、

自己資本比率、ROE、ROIC を示しています。薄い色が中期経営計画策定時の数値であ

り、濃い色が実績、あるいは予想です。いずれの指標も中期経営計画策定時の数値を大

幅に超えております。 

・ 株主還元の配当推移を資料に示しました。2019 年度の大幅な業績悪化の時には、株主

の皆さまに大変なご迷惑とご心配をおかけました。2020年度は無配当となりましたが、

2 年間の構造改革を経て、2025 年中期経営計画を推進する中で業績回復とともに配当

を増やしてきました。中期の配当性向は 30%を目安にしています。2024 年度の年間配
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当金は、利益の伸長により過去最高となる見込みです。 

・ われわれフジクラは将来の高度な情報化社会、デジタル社会の実現とカーボンニュート

ラルの実現に向けて取り組んでいきます。われわれはこれらに貢献できる商品、サービ

ス、技術を有していると自負しています。顧客価値創造と社会貢献を通じて、さらに高

収益で、将来性と夢のある会社にしていきたいと考えています。引き続きフジクラをよ

く知っていただき、今後ともご理解とご支援を賜りたくよろしくお願い申し上げます。 

 

3．質疑応答 

Q1．岡田社長のご紹介をしてください。株価を 5 倍まで上昇させた経営者がどのようなお

方か気になります。 

A1．ありがとうございます。私は 1964 年 1 月 28 日生まれであり、実は創業者である藤倉

善八さんと同じ誕生日です。藤倉善八さんの誕生日から 121 年目に私が生まれたわけ

です。フジクラには 1986年に入社しています。入社以来、情報通信事業に長く従事し

ていました。千葉県佐倉市の佐倉事業所という工場があり、そちらで特に光ファイバー

ケーブルの研究開発を行い、その後は光ケーブルの事業を推進してきました。SWR も

私が事務所の机の上でファイバーを並べ、自分の手でアロンアルファを使ってファイ

バーをくっつけたことからできたものです。それが最初の SWR でありました。これが

できると世界は変わるだろうというようなことを社員の皆に呼びかけ、皆のモチベー

ションを上げて取り組んできました。 

座右の銘として、吉田松陰の「夢なき者に成功なし」という言葉に深く感じるところが

あります。そのような意味でも、この新しい光ファイバーケーブル、SWR、WTC も当

時では無謀とも言える野望であったと思っています。日本の光ケーブルはなかなか世

界で戦えず、そのような中、全く新しい光ケーブルをつくり出し、世界征服ということ

を申し上げていました。「夢なき者に成功なし」。そのような言い出しっぺが必要だろう

ということを次世代にも伝えているところです。 

 

Q2．フジクラは明治 18 年に創業し、さまざまな試練を乗り越えて 140年近く存続できまし

た。その一番の理由をどのようにお考えですか。 

A2．本日の説明の中にもあったとおり、この 140 年の間でも、第 1 の創業、第 2 の創業、

第 3の創業ということで、フジクラの役割は変わってきています。それとともに、事業

のポートフォリオを変遷させながら、時代時代に即したビジネスをし続けてきたとい

うことが、この企業が長きにわたって存続している理由であると思っています。その根

幹にあるのは「進取の精神」です。世の中の変化を捉え、そこに何らかのビジネスチャ

ンスを見いだすこと。また、それを高度な技術で実現する。この二つがまさに 140年続

いてきた根幹にあるものだと考えています。 
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Q3．老舗のイメージが強いフジクラが旬であるデータセンター関連企業としてここまで注

目されるに至った要因はどこだと思いますか。 

A3．ここ 4、5年ぐらいからでしょうか。データセンターにも大量の光ファイバーが使われ

るようになりました。かつては銅線がメインでしたが、昨今のデータセンターでは情報

量の増大に伴い光ファイバーが数多く使われるようになっています。その意味ではわ

れわれが日本、あるいは世界の情報通信光ファイバーインフラで培ってきた技術が生

きているというところは 1点あります。 

もう一つ、当社の DNA として「進取の精神」「技術のフジクラ」という話をしました

が、データセンターはまさにそこにもマッチングしていると感じます。データセンター

に最も多く投資をしているのは、特に米国のハイパースケーラーといわれる GAFAM等

です。彼らは新しい技術に対して極めてオープンマインドであり、われわれが彼らに新

しい技術や商品を紹介して気に入ってもらえると即座に採用をしてくれます。また、そ

の次の新しい商品にも期待してもらえます。フジクラの DNAでそのような期待に応え

続けてきたことが、データセンタービジネスの急峻な成長におけるもう一つの要因で

あると考えています。 

 

Q4．今後の市場動向をどのように見ていますか。フジクラの外部環境におけるリスクはあ

りますか。 

A4．当社は情報通信、エレクトロニクス、自動車、エネルギーという四つの大きな事業分野

を持っていますが、当面、期待があるのは情報通信事業です。情報通信では大きく分け

て二つの市場領域があります。一つは、電話会社、あるいは CATV 業者が世の中に光フ

ァイバー網を構築するといったところの情報インフラです。もう一つは、データセンタ

ーです。ハイパースケーラーの顧客が世界中で数多くの投資計画を持っています。その

ような中で、データセンター需要はまだまだ続くだろうと見ており、当社も第一優先で

取り組んでいきたいと考えています。具体的に言うと、光ファイバーケーブルや光コネ

クタ、周辺の部材類等の需要は非常に好調であり、いずれの商材においても生産能力の

増強に取り組んでいます。 

一方、通信キャリア向けのビジネスについては、正直に述べると世界的にそれほどよろ

しくない状況です。金利高や資材高によって世界の通信キャリアは、多少、投資を抑制

しています。ただ、日本は光ファイバーの普及率が 99.8%などといわれている中、世界

では欧米の先進国でさえ 60%程度です。世界的にはまだまだ光ファイバーインフラを

整備していく必要があります。生成 AIをターゲットにしたデータセンターが世界中で

多く建設されると、当然ながらそれらを、接続しなければなりません。そのような意味

でのインフラも必要となるでしょう。中長期的には通信キャリア、インフラの分野にも

チャンスはあるだろうと見込んでいます。 

エレクトロニクス事業では次世代車をターゲットに新たなビジネスを創出していきた
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いと思います。エネルギー事業では、データセンターや半導体工場、大都市の再開発等

によって電線需要は非常に多く存在します。以上のように、時流に乗った形でしっかり

とした事業に取り組んでいきたいと考えています。 

 

以上 


